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復興期における図書館を考える２２５

館をあげたい。気仙沼図書館は，気仙沼市の中心部にある高台に位置し，直
接の浸水はなかった。震災後は，地震の揺れによる被害のため’２階部分と
児童室部分を立ち入り禁止としているｏ
気仙沼市は，平成24年度に「気仙沼図書館整備事業検討委員会」を設置
した。検討委員会の委員には，市内で活動している読み聞かせボランティア
や気仙沼市図書館協議会の委員をはじめ，図書館関係の有識者．学識者ら
10名が名を連ねた。筆者も委員の一人として参画した。
検討委員会は，数回にわたる議論を経て，現在地に再建し，現在規模を上
回る延べ床面積が望ましいとする報告を行った(13)。平成25年度には，「気仙
沼図書館再建整備検討委員会」が設置され，施設計画を中心により具体的な
検討を行い検討結果報告書にまとめた(14)。施設の整備方針として,(1)安
全で快適な施設，（２）子どもにも大人にも幅広い市民に親しまれ，活発に利
用される施設，（３）ユニバーサルデザインを取り入れた，利用者も職員も使
いやすい施設，（４）環境に配慮した施設，（５）メンテナンスしやすく，長寿
命の施設（６）立地を活かした魅力的なデザインと周辺の施設と調和した外
部空間を持つ施設というそれぞれの側面から整備を進めることが必要である
とした。さらに，前年度の検討に詳細を加え，以下のように「気仙沼図書館
の目指す方向」を策定した。

(1)市民の夢を育み，未来につなぐ図書館
「本を読む」ことは，子どもたちを含む人々の想像力を高め，知識
と感性を豊かにし，より良き生，より良き社会をつくる礎となりま
す。地域の歴史を知ることは，地域の未来を構想することにつながり
ます。
今回の震災の痛手から回復し，新たな夢を育むためには，現実を見
つめることが必要です。
図書館が，甚大な被害の状況について，記録を残し，後世に伝えて

行くことが，災害に対するこころの備えとなり，将来における被害を
最小化することを可能にするもです。
（２）地域とつながり，地域がつくる図書館
気仙沼市は，昔から「海と生きる」まちとして発展してきました。
また，豊かな自然と漁業を中心とした特色ある文化が育まれてきまし
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復興期における図書館を考える２２９

独で存在するものではなく，まちづくりのなかに位置づけられるものであ
る。図書館は図書館でのみ存在しているのではなく，社会教育施設として，
その地域のコミュニティの形成，あるいは維持に大きく寄与することができ
よう。
本節では試論として，まちづくりでもっとも重要な住民の合意形成という
点に図書館が関わっていくことができないか探ってみたい。、
前述の図書館の復旧過程は，まちづくりのなかで図書館自身がどのように
再建されるか，というものであるが，これに対して，図書館が，このような
まちづくりの検討の場にどのような役割を果たせるのか，という点も重要な
点である。図書館の役割機能から再生期に果たす役割を政策的に論じる必
要があろう。本節ではまちづくりや住民の合意形成といった部分で図書館が
どのように扱われているかについて指摘しておきたい。
一般に，今回の震災において，津波被災地ではその場所でのまちづくりが
困難であるといわれている。
塩崎(2013)は，まちづくりと住宅の確保は密接に関係しており，まちづ
くりの合意形成に関してもまた密接に関係していると指摘している('7)。多
くの津波被災地では,L1(数十年から100年に一度の津波）とL2(千年に
一度の巨大津波）の二つのレベルを想定し，防波堤・防潮堤・２線堤(18)等多
重防御の考え方によって対策がとられている。津波による浸水が想定される
範囲については，非居住地域とし，高台へ移転するなどの計画がある。とこ
ろが，住む場所を変更し高台への移転は簡単にすすむものではない。移転先
に自分の住まいが確保できるか，どんな生活環境が確保されるのか，といっ
た事情に大きく左右されるからである。
このことは，被災者が生活に直面する課題である。
課題解決支援をもっと図書館が意識し，学校や病院，役場や銀行といった
公共ゾーンをどう配置するかといったところに適切に情報を提供できないだ
ろうか。まちづくりに対する情報提供をもっと意識的に被災地の図書館でで
きないものだろうか。
さまざまな主体によって，住民が自分たちのまちの将来を描くワーク

シヨップなどが盛んに行われている。また，ざまざまな行政情報は,Web
はもちろん，各地で住民説明会を開催したり，自治会を通じてアンケート調
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査を行ったり,NPO等と協働で個別に訪問調査をしたりという方法で行き
届いている。
このような中で，図書館はどのようにその役割としての情報提供を行う

か，という点が課題であろう。行政やNPOといった住民の意思形成を求め，
事業を実施したい側（事業主体）に対する情報提供と，住民の意思形成とし
て意見を表明することを期待されている住民に対する情報提供と大きく二つ
の軸を考盧する必要があろう。
事業主体に対しては，地域のこれまでがわかるような資料を提供し，事業

実施に当たって必要なバックデータを提供することが必要であろう。一方，
住民に対しては，情報を判断するために必要な情報つまり，提示された情
報を自分なりに消化し，意見を述べるために必要な情報を提供することが必
要であろう。
特に後者は，待っていても図書館に来て調べるという行動をとる人ばかり
ではない。積極的に，図書館が，情報を得る．判断するといったリテラシー
についてアピールし，図書館資源の最大活用をはかるべきだと思われる。
『レジャー白書2012」では，震災後の余暇を考えるという特集を組んでい

る。本調査によれば，震災後のレジャーについて，「安全．安心志向｣，「絆
と繋がり志向｣，「社会貢献志向」「健康志向」「自分らしさ志向」の５つの傾
向があるとしている。このうち，「社会貢献志向」には’「他人や社会のため
に何かしたいと思う気持ちが強まっている｣(１９)と分析し,５つの志向グルー
プのなかで最も特徴的であると指摘している。
この「社会貢献志向」に代表されるグループは，「他人のために何かした

い」という気持ちを持つ人が増えていることを示しており，その活動内容
は，被災地支援やまちづくり，文化活動等さまざまな分野に広がるだろう。
一方，この調査では東日本地域を対象とした調査結果もとりまとめられて
いる(20)。東日本におけるレジャーの障害として，「経済的なゆとり」や「時
間的なゆとり」のほか，岩手/宮城/福島の３県では，「一緒に遊んだり楽し
む相手や仲間がいないこと」が目立っているという指摘があった(2')。「人が
集う場を提供し，集った人々が一緒に活動する」という活動支援が社会教育
の一つの役割であることは間違いない。この論考では，レジャー開発側の視
点として，「地域の特性を見ながら，新しい試みや新しいレジャーを開発す
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